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科学的介護総合支援プログラム
厚生労働省が推進する科学的介護情報システム

「LIFE」活用をDX化で支援

「科学的介護総合支援プログラム キボウ」を3社で共同開発

『 キ ボ ウ 』

2021年6月21日

本部SI統括部 メディケアＳＰ
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科学的介護総合支援プログラム「キボウ」

大塚商会、やさしい手、ワイズマン
の3社で共同開発

介護ＤＸの基盤として、
『LIFE』への対応も視野に
入れたプログラム内容

ICT活用という部分最適から
介護ＤＸという全体最適への
転換を図るための支援サービス
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の活用による取可能な加算とデータ

加算取得を行うことで、収益性を向上させる。

様々な業務シーンでLIFEデータが発生している。

『発生源入力』を基本に、システムの最適配置が必要となっている。
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介護 への取組状況

介護ＤＸは先進的事業者では補助金活用もあり導入
が進んでおり、効果も実証されている。

多くの事業者が介護ＤＸを実現させるためにLIFE対
応は全体最適を考える上でチャンス

ICTの分野でも
『連携』がキー
となっている

出典：高齢者住宅新聞 2021.4.28号

2021.4.21大塚商会主催ウェビナーアンケートより
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への取り組みについて

介護ＤＸ成功事例をウェビナーにて展開

LIFEの対応アンケートの結果
LIFE対応をシステムで行う 30％
エクセルや手入力で対応予定 36％
厚労省のアウトプットを見てから決める 12％
対応予定はない 22％

マンパワーを割いてLIFE対応をすることで非効率
な業務となっている

未対応による加算取得の機会損失

科学的介護の将来性への疑問

2021.4.21大塚商会主催ウェビナーアンケートより
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カイゼン前後可視化シート（サンプル）①

ご契約後、ヒアリングを
実施します

事業種別ごとの実施

業務とシステムの
現状の姿を確認します
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カイゼン前後可視化シート（サンプル）②

分析の結果を可視化し、
ご確認頂きます。

業務が集中し、非効率となって
いる箇所をカイゼンポイントと
して特定します。
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カイゼン前後可視化シート（サンプル）③

カイゼンした際の業務フローを
ご提示します。

ICTの活用がカイゼンに
必要な場合は、システム設計も
同時に行います。
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カイゼン前後可視化シート（サンプル）④

カイゼン後の状況を確認し、
効果と、今後継続して取組む
べき点をご提示します。


